
NEWS LETTER
2009/12/05

107-0051

1 - 7 - 1 0

9F

Tel 03-5413- 7829

Fax 03-5413-7410

E-mail : yoshi-rpsj@hotmail.co.jp

New Horizons

X

第 号

発行所 英 国王立写真協会・ 日本支部

〒

東京都港区元赤坂

元赤坂ビ ル

発行人 豊田芳州 編集人 川村賢一

１０月１５日（ 木） 東京の 代官 山

「 花壇」 に て 、 第１回リ レ ー トー ク研

修会と して 、 豊田芳州お よ び 本村政治

両会員 に よ る 大変興味深い トー クの 会

が 開催さ れ 、 盛況の 内に 終了した 。

今回は 、 中華レ ストラ ン の 一 室を 会

場と して 行わ れ た が 、 １５名の 参加者

で ほ ぼ 満席と なっ た 。 会の 運 営 方法な

ど に つ い て は 、 未だ 手探り で 反省点も

多か っ た が 、 支部に と っ て は 新た な一

歩と なっ た 。

（ ） 「 」豊田会員 理事長 の 時間 を 撮る

、 、 、は モ チー フ を 分類し ま と め る など

。なか なか ア カデミ ックなトー クだ っ た

ひ と つ の 方向性を 示す 示唆的な提言

で 、 写真の 見方、 撮り 方に 対す る １つ

の 視点と して 奥深い 。

、 「 」ま た こ の 中で と く に 未来を 撮る

と い う 視点が 、 次回写真展の テー マ

「 」 、と も 関 係が 深い の で

今回と く に こ の 点を 中心に あ ら た め て

原稿を お 願 い した 。

本村会員 か ら は 「 を 追う 」 と い う、

テー マ で 、 早稲 田大学野球 部の 斎藤佑

樹投手を 追う マ スコミ の 群れ を 捉え た

も の だ 。

大変貴 重で 他で は 目に す る こ と の で

、き ない 写真と トー クが 披露さ れ た の で

そ の 一 端を 紹介した い 。

写真Ａ：

大樹と 幼木の コン トラ ストを 撮影 し

た 。 大樹に 注目す れ ば 長い 過去を 物語

る こ と が で き る 。 幼木に 着目す れ ば 長

い 未来を 想像す る こ と が で き る

豊田芳州

私は 、 撮影 の モ チー フ の 一 つ に 「 時

間 を 撮る 」 と い う こ と を 提唱して い ま

す 。 た く さ ん の 優れ た 写真作品を 分析

す る と 、 時間 が か か わ っ て い る こ と が

わ か る か ら で す 。

た と え ば 、 苔む した 岩 石の 写真は 、

長い 歳月の 経過を 物語り ま す 。 私た ち

は 、 鑑 賞す る と き 遠い 過去を 感 じ て い

る は ず で す 。 海岸 の 岩 肌に は 、 波に よ

り 浸食さ れ た 痕跡が 刻ま れ て い ま す 。

そ こ か ら は 、 繰り 返し打ち 寄 せ る 波と

長い 時の 流れ を 感 じ る で しょ う 。 ど ち

写真Ａ

ら も 「 質感 描写」 (私が 提唱す る モ チー

フ の 一 つ )と い う モ チー フ が 基 礎に は な

っ て い る は ず で す が 、 時間 が 私た ち の

感 覚 を 刺激して い る こ と は ま ち が い な

い と 思い ま す 。 二つ の 例は 「 過去」 を

モ チー フ に して い る と 言っ て よ い で し

ょ う 。

受験シー ズン に なる と 、 天神様の 境

内は 絵馬で あ ふれ ま す 。 い う ま で も な

く 、 こ れ は 合格 祈 願 の 表れ で す 。 絵馬

、 。は 未来の 希 望と 期 待を 表して い ま す

だ れ も が も っ て い る 人情で す 。 絵馬の

写真は 未来を モ チー フ に して い る と 言

え ま す 。

春に なる と た く さ ん の 植物が 芽を 出

しま す 。 私た ち は 新芽を 見る と 、 今年

の 活動と 繁栄 を 想像す る こ と が で き ま

す 。 こ れ は 、 毎年繰り 返す 植物の 生活
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形か ら 想像で き ま す 。 と き に は 一 生と い う 長い 未来を 予感 す

る と き も あ り ま す 。 未来は 、 鑑 賞者が 過去の 経験か ら 感 じ る

。 、 。も の で す 一 方 新芽に は 胎動を 表す 形と 雰囲 気 が あ り ま す

胎動と は 、 内部で 新しい 物事が 動き 出す こ と で す 。 す なわ ち

「 未来」 の 予感 で す 。 新芽の 形は 、 私た ち の 本能を 刺激す る

の か も しれ ま せ ん 。

こ の よ う に 、 過去も 未来も 「 時間 」 と して 写真の 表現内容

を 構成す る 要素（ モ チー フ ） に なっ て い る と 考え ら れ ま す 。

す なわ ち 「 時間 」 を 意 識した 撮影 の 着想は 価値が あ る と 考え

ら れ ま す 。

同時に 、 撮影 テクニックも 時間 を 意 識す る こ と で 変わ っ て

き ま す 。 た と え ば 、 歩行者の 前方に は 未来が あ り 後方に は 過

去が あ り ま す 。 未来と 過去の 比率は 、 前方と 後方の 比率で 調

節で き ま す 。 フ レ ー ミ ン グに よ っ て 、 こ の 比率を 変え る こ と

で 、 未来や 過去を 表現す る こ と が で き る と 考え ら れ ま す 。

展望は 未来へ の 思考

さ て 、 英 国王立写真協会日本支部の 第８ 回写真展テー マ は

「 新た な展望」 で す 。 こ こ で は 「 新た な展

望」 に 着目した い と 思い ま す 。

展望と は 、 ①広く 遠く を 見渡す こ と 、 そ の 眺め 、 ②社会の

動向や 物事の 予測、 見通し、 を 意 味す る 言葉で す 。 ど ち ら も

未来を 暗 示して い ま す 。

①は 、 私た ち が 直感 的に 感 じ る (水平線､地平線)の

意 味で す が 、 た だ そ れ だ け で は あ り ま せ ん 。 地平線を 眺め て

。 、こ れ か ら の 方針や 計画を 練る こ と ま で 含 ま れ ま す 今で こ そ

展望台か ら 眺め る 水平線や 地平線は 観 光の 対象に なっ て い ま

す が 、 昔は 、 眺め た 後ど ち ら へ 向か う か を 判断す る 基 準だ っ

。 、 “ ” 。た の で す す なわ ち 未来を 決め る 場所が 展望台 で した

そ の 意 味が 敷衍さ れ て ②の 意 味に なっ た と 解釈で き ま す 。

私た ち は 「 新た な展望」 を こ なす と き 未来

を 撮る と い う 気 持ち が 大切で しょ う 。

私た ち の 行動や 思考は 未来を 予測して 行わ れ ま す 。 希 望や

期 待、 夢、 計画・ 企 画、 出発、 成長、 予感 ・ 想像、 楽 観 ・ 悲

観 、 不安 ・ 心配など は 未来の こ と で す 。 さ ら に 転居、 結婚、

受験、 就職、 起 業・ 開店など も 未来へ の 期 待を 込め た 行動で

す 。

私た ち は ､「 新た な展望」 を ポ ジティ ブ に

と ら え た い と 思い ま す 。 しか し、 私は ネガティ ブ も あ り え る

と 考え ま す 。 会員 そ れ ぞ れ の 考え 方しだ い で しょ う か 。 未来

に 対す る 皆さ ま の 見解、 予測など を 作品に 込め て い た だ け た

ら と 思い ま す 。

□ 参加者か ら は 「 みえ ない も の を 撮る と い う 言葉は 重みが、

あ っ た 。 押せ ば 写る 現在、 そ こ に そ の 人の 心、 気 持ち が ど こ

ま で 入魂さ れ て い る か ・ ・ ・ 。 シャ ッター を 押す と い う 行為

の う ら の 大切さ を 再認識さ せ ら れ た 。 モ テー フ を 分類し、 ま

と め た こ と 、 豊田氏の 姿勢が う か が え る 」 「 い つ も の 自分。

、 、 、の 視線か ら 一 歩引 い た と こ ろ で 自ら を 見る こ と が 出来て

新鮮な感 覚 を 頂き ま した 。 ニュ ー トラ ル な感 覚 を 感 じ 、 こ れ

を 併せ も つ こ と は 、 世界が 広が る こ と を 、 予感 さ せ て く れ ま

した 」 など の 感 想が 寄 せ ら れ て い る 。。

写真Ｂ ：

植物の 芽に は 原始的な形が 表れ る 。 こ れ は 、 私た ち に 未来

の 成長や 進化を 予感 さ せ る 働き が あ る 。 ま た 過去の 経験か ら

将来の 満開や 落花も 想像で き る

写真Ｂ

写真Ｃ

写真Ｃ ：

鈴なり の 絵馬に 、 未来を 期 待す る 人情が 読み取れ る 。 画面

内で 絵馬が 占め る 分量で 期 待の 大き さ を 表現で き る
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「 Ｘ を 追う 」●

● 新会員 紹介

（ 写真／ キャ プ ショ ン ： 本村政治）

リ レ ー トー ク第２ 部は 、 本村会員 か ら 、 早稲 田大学野球 部

の キャ ン プ を 中心に 、 国民的注目の 的と なっ た 斎藤佑樹投手

を 追う 加熱した マ スコミ の 様子や 、 ブ ラ ジル 移 民１００周年

記 念早慶戦など が 紹介さ れ た 。

本村会員 は 、 早稲 田大学野球 部 で 、 聞く と こ ろ に よ る

と 、 あ の 名手広岡の 後を 継い だ 二塁手だ っ た そ う だ 。 現在、

。早慶戦を 中心と した 大学野球 １００年史の 編纂を 担っ て い る

そ う した 立場か ら 、 関 係者で なく て は 撮れ ない 貴 重な写真

や トー クで 、 大い に 盛り 上が っ た 。

歳の 若者が 多く の マ スコミ や パ パ ラ ッチに 追い か け 回さ

れ る の も 大変だ が 、 そ の 他の 多く の チー ム メ ー トや 監 督など

の 心労、 複雑な想い は 想像す る に あ ま り あ る 。

ま た 、 沖縄の キャ ン プ 地で 特別に 指導す る か つ て の 名手広

岡の コー チン グの 写真は 、 古武道や 気 功の 達人の よ う な身の

こ なしで 、 別な意 味で 感 動さ せ ら れ た 。

参加者か ら は 「 斉藤と い う 話題の 人の 裏側 現場が 良く 伝、

わ っ た 。 そ こ に い ない と 、 撮れ ない 写真だ 」 「 広岡コー チ。

の 心技体の 一 致した 姿に 特に 感 動した 」 など の 感 想が 寄 せ ら。

れ て い る 。

渡部 誠（ ワ タベ マ コト）

写真歴：

小学校で 親に 買っ て も ら っ た 「 富士ペ ット」 が 事始め 。 中

学、 高校で は 写真部で 写真に 熱中。 大学生に なっ て か ら は 母

校の 中高・ 女子部の コー チと して 活動。 社会人に なっ て 中断

し、 定年間 近と なっ て 趣味の 写真を 復活。

活動内容受賞歴：

全国へ 仕事で 出張す る こ と が 多く 、 そ の 際に 時間 を 見つ け

て 初め て の デジタル 一 眼 で ソロ リ ソロ リ と 撮影 して い ま す 。

受賞歴は 、 小学生の 時に 富士ペ ットで 流し撮り した 滑り 台の

写真が 朝日新聞の コン テストに 入賞。

職業： 会社員 （ 保険会社）

興味の あ る テー マ ／ 分野：

「 鉄道廃線跡 「 産業遺構」 今の 繁栄 を 支え て 用済みと な」

っ て 人々 か ら 忘れ 去ら れ よ う と して い る こ れ ら の も の が 、 何

か を 語り か け て く れ て い る よ う な気 が して い ま す 。 そ の 語り

を 写真で 記 録に 留め ら れ れ ば と 思い ま す 。

特技／ 専門分野／ 所属団体など ：

スキー 、 ア マ チュ ア 無線、 軍用無線機 、 輪駆 動車、 オー

トキャ ン プ

○ 前年の 夏、 夏の 甲子園 で 全国制覇を 達成した 早実の 投手

「 斎藤佑樹」 を 追う マ スコミ を 追っ た

○ 若干 歳の 少年は 、 マ スコミ の 加熱に よ っ て カメ ラ の 放

列で 映 像化さ れ 、 無数の 視線を 浴び 、 個人の 行動が 著しく 制

限さ れ る こ と に なる

○ そ の 青年は 大学の 練習初日、 報道規 制を さ れ た と は い え 、

た っ た 独り 多数の カメ ラ マ ン に 囲 ま れ 、 緊張の 表情を 見せ る

、 、○ 温暖地で の 練習に 遠く か ら 駆 け つ け た マ スコミ に よ っ て

カメ ラ の 視線を 浴び る

OB
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（ 財） 国際文化カレ ッジ主催

高木祥光

昨年に 続き 「 岳麓の 春」 が 入選しま した 。 二度目で す 。

１０月１６ 日か ら ３ ０日ま で 、 上野の 東京都美術館 （ 上野公

園 ） で 展示さ れ ま した 。

、 、 、こ の 作品は 平成２ ０年の 中旬に 富士五湖の 中の ひ と つ

河口湖の 北岸 で 撮影 した も の で す 。 折良く 好天に 恵ま れ 、 桜

も ほ ぼ 満開で した の で 、 あ ま り 苦 労せ ず に 撮れ ま した 。

た だ 、 私が カメ ラ を 構え て い た ら 、 大勢の カメ ラ を 持っ た

人々 が 集ま っ て き た た め 、 舟が い い 位 置に 来る の を 待っ て 撮

影 し、 急 い で 現場を 離れ た の を 憶え て い ま す 。

使用した カメ ラ は 「 ニコン の Ｄ ７ ０、 レ ン ズは 「 ズー ム ニ

ッコー ル ３ ５－ ７ ０ Ｆ ２ ． ８ 」 で す 。

田中宏明

御殿場か ら 車で 乙女峠に 、 さ しか か っ た と き 富士山の ほ う

を 見る と 真っ 白い 雲 が 少し峰の あ た り に 感 じ た 、 そ して あ る

は ず の 月は 雲 の なか 、 あ と は 雲 海に 、 か す む 御殿場の 夜景を

頼り に カメ ラ を セットして 撮影 す る 。

今度は レ ン ズを ２ ００ミ リ に か え て 撮影 した ら 、 い つ も の

夜の 富士山で あ る 、 グリ ー ン 色の 富士山で あ っ た 。

（ 月、 夜景、 雲 、 を 考え なが ら シャ ッター を お した ら 金色の

富士山が 撮れ ま した 、 肉眼 で は 何も 見え ない 、 闇夜で あ り 、

ア ン グル を 感 で う ま く 入れ ら れ る の は 毎日同じ と こ ろ に 立っ

て 撮影 した か ら で しょ う ）。

１１月１９日（ 木） 築地に て 、 親睦撮影 会を 開催した 。 あ

い に く 寒 波と 雨 と い う 悪 条件で 、 参加者は 少なか っ た が 、 東

京で の 観 光集客 １と い う 築地界隈で の 撮影 を 楽 しん だ 。

築地市場の 撮影 は 、 ま た の 機 会と して 、 外部市場の に ぎ わ

い や 、 近代建築の 傑作で あ る 築地本願 寺、 地元の 信仰 を 集め

る 波除け 神社など の 撮影 を 堪 能した 。

作品の 一 部は 、 ブ ロ グに て 速報と して 紹介して い る の で 、

ぜ ひ ア クセスして 下さ い 。

第１回リ レ ー トー ク研修会

「 岳麓の 春」 高木祥光

「 歳」 田中宏明

数ヶ 月前よ り 、 会員 向け の ブ ロ グを 開設して い る 。

支部Ｈ Ｐ の [関 連リ ン ク集]－ [３ ． 会員 の ホ ー ム ペ ー ジ]－

[フ レ ッシュ Ｒ Ｐ Ｓ Ｊ] と 、 た ど っ て 開い て 下さ い 。

現時点で は 、 豊田会員 （ 理事長） が 個人的に 管 理して い ま

す の で 、 何か 情報が あ れ ば 、 お 送り 下さ い 。

Ｈ Ｐ と 違い 、 タイ ム リ ー な情報発信や 、 気 軽な意 見、 情報

交換 、 質疑 応答など の 場と して 、 ぜ ひ 活用して い き た い 。

（ 編集後記 ）

今回は 、 第１回リ レ ー トー クの 報告を メ イ ン に 、 編集しま

した 。 紙面に 載せ き れ なか っ た 部分に つ い て は 、 支部Ｈ Ｐ リ

ン クの ブ ロ グで 紹介しま す 。

次回１２ 月１７ 日（ 木） の リ レ ー トー ク研修会は 、 不肖私

、「 」 、が バ トン を 受け 写真と パ ー スペ クティ ブ と い う テー マ で

お 話しす る こ と に なっ て お り ま す 。

私の 後は 、 来年３ 月頃の 予定で す 。 皆さ ん そ れ ぞ れ の 得意

分野の 話を お 持ち だ と 思い ま す 。 ぜ ひ バ トン を 引 き 継い で 、

ご 披露く だ さ い 。 研修会と 銘打っ て は い ま す が 、 で き る だ け

気 軽な懇親会と した い と 思い ま す の で 、 ご 協力お 願 い 致しま

す 。 ま た 、 何か こ ち ら で 協力で き る こ と が あ れ ば 、 お 気 軽に

お 申し出下さ い 。 （ 川村）

「 第十三回 総合写真展」 入選２ 点

● 「 築地」 親睦撮影 会開催 ● 「 フ レ ッシュ Ｒ Ｐ Ｓ Ｊ」 ブ ロ グ開設

No.
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